
当
社
が
、
昨
年
秋
に
本
格
発
売

し
た
新
製
品

当
社
、
中
井
英

策
商
店
は
、
地
元
北
海
道
伊
達
室

蘭
地
域
の
有
力
店
と
コ
ラ
ボ
し
て
、

お
互
い
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
集
客
力

を
生
か
し
た
、
新
た
な
協
業
を
積

極
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

３
月
８
日
か
ら
、
登
別
温
泉
の

老
舗
お
土
産
店
、
貴
泉
堂
本
店
で

は
、
当
社
製
品
「
噴
火
湾
の
恵
み
」

や
「
キ
ン
キ
の
か
り
ん
と
う
」
な

ど
を
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
た
セ
ッ
ト

に
、
当
社
「
キ
ン
キ
い
ず
し
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
特
製
ス
テ
ッ

カ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
ス
タ
ー
ト
、
外
国
人
観
光

客
が
押
し
寄
せ
る
温
泉
街
の
話

題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
３
月
２
０
日
か
ら
は
、

室
蘭
市
内
の
複
合
商
業
施
設
、

ぷ
ら
っ
と
て
つ
い
ち
館
内
の
人

気
ラ
ー
メ
ン
店
「
鉄
火
」
が
、

当
社
の
人
気
魚
醤
油
「
キ
ン
キ

の
露
」
を
使
っ
た
ス
ー
プ
を
新

た
に
開
発
し
、
地
元
産
の
ヤ
ヤ

ン
昆
布
を
練
り
込
ん
だ
麺
を
使
っ

た
新
タ
イ
プ
の
つ
け
ラ
ー
メ
ン

『
い
ぶ
り
の
恵
み
つ
け
麺
』
を
、

特
別
メ
ニ
ュ
ー
限
定
提
供
で
開
始
、

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
和
風
つ
け
ラ
ー

メ
ン
が
大
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
ー
メ
ン
鉄
火
の
志
賀
康
生
店

長
は
「
地
元
の
名
産
品
と
コ
ラ
ボ

す
る
こ
と
で
、
コ
ラ
ボ
す
る
皆
が

元
気
に
な
る
は
ず
。
地
元
を
盛
り

上
げ
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

さ
ら
に
、
室
蘭
市
八
丁
平
の
居

酒
屋
人
気
店
「
華
美
」

で
は
、
震
災
で
苦
し
む

石
川
県
の
復
興
に
寄
り

添
お
う
と
、
石
川
県
の

地
酒
と
当
社
キ
ン
キ
の
い
ず
し
の

両
方
の
味
を
楽
し
も
う
と
、
特
別

メ
ニ
ュ
ー
企
画
を
提
供
、
キ
ン
キ

い
ず
し
特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
室
蘭
市
内
白
鳥

台
の
鮮
魚
店
「
み
な
し
ん
」
、
同

市
内
マ
ル
ソ
ウ
し
が
な
ど
で
も
、

当
社
製
品
と
「
キ
ン
キ
い
ず
し
特

製
ス
テ
ッ
カ
ー
」
コ
ラ
ボ
セ
ー
ル

を
行
う
な
ど
、
異
業
種
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
が
急
速
に
展
開
さ
れ
て
お

り
、
当
社
で
は
「
地
元
の
有
名
店

さ
ん
と
協
業
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
の
集
客
に
つ
な
が
り
、
コ
ラ
ボ

効
果
は
大
き
い
は
ず
」(

当
社
担

当
・
中
井
佳
奈)

と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

「
白
ワ
イ
ン
に
あ
う
北
の
生
マ

リ
ネ
」
が
、
先
に
行
わ
れ
た
北
海

道
加
工
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
海
道

食
産
業
協
議
会
が
主
催
し
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
審
査
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

北
海
道
内
の
優
れ
た
加
工
食
品
を
、

道
内
の
食
の
プ
ロ

た
ち
が
試
食
し
審

査
す
る
も
の
で
、

今
回
で
三
十
一
回

目
を
迎
え
た
今
年

は
、
道
内
各
地
か

ら
５
０
品
を
超
え

る
商
品
が
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
、
そ
の
中
で
当
社
の
新

製
品
「
白
ワ
イ
ン
に
あ
う
北
の
生

マ
リ
ネ
」
が
、
上
位
５
品
に
選
ば

れ
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
審
査
会

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

当
社
の
及
川
代
表
が
演
台
に
立
ち
、

同
商
品
の
特
徴
や
消
費
シ
ー
ン
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
、
審
査
員
か
ら
も

「
大
変
美
味
し
い
、
確
か
に
ワ
イ

ン
が
飲
み
た
く
な
る
」
や
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
シ
ズ
ル
感
が
溢
れ
る
デ

ザ
イ
ン
が
好
感
が
持
て
る
」
と
好

印
象
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、
審
査

員
か
ら
の
高
い
評
価
に
「
改
め
て
、

商
品
開
発
の
方
向
性
は
間
違
っ
て

な
か
っ
た
と
自
信
が
持
て
る
。
さ

ら
に
商
品
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
い
」

(

及
川
代
表)

は
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
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地元有力店とコラボ大作戦展開

きんきん新聞
第52号

編集・発行元

㈱中井英策商店

北海道伊達市南稀府町18-12

地域の有力店と協力し地場おこしへ
中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
新
聞

キ
ン
キ
い
ず
し
ス
テ
ッ
カ
ー
贈
呈
コ
ラ
ボ

第52号

北のマリネが奨励賞受賞

室
蘭
鉄
平
ラ
ー
メ
ン

北海道加工食品コンクール

白ワインにあう自信作に高評価

登
別
貴
泉
堂

キ
ン
キ
魚
醤
で
和
風
ラ
ー
メ
ン
開
発

地
酒
と
キ
ン
キ
い
ず
し
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー

特製ステッカー入りお土産
キンキ魚醤を使ったつけラーメン

軍
港
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
横
須

賀
は
、
一
度
行
っ
て
み
た
か
っ
た

港
町
だ
。

鎌
倉
か
ら
、
三
浦
半
島
を
縫
う

よ
う
に
走
る
電
車
は
、
閑
静
な
住

宅
街
が
連
な
る
逗
子
、
東
逗
子
駅

を
過
ぎ
、
ト
ン
ネ
ル
を
目
前
に
田

浦
駅
に
着
い
た
。
こ
の
駅
は
、
列

車
の
前
方
２
両
が
ト
ン
ネ
ル
内
で

止
ま
る
た
め
、
３
号
車
以
降
の
列

車
の
ド
ア
が
開
く
と
い
う
珍
し
い

駅
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
次
の
横
須
賀
駅
に
到

着
、
意
外
に
こ
じ
ん
ま
り
し
た
駅

舎
に
驚
い
た
。
大
き
く
有
名
な
港

町
の
駅
に
し
て
は
？
と
思
っ
た
が

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
、
明
治
２

２
年
に
開
業
し
た
鉄
道
横
須
賀
駅

の
駅
舎
を
残
す
た
め
と
い
う
説
明

が
駅
舎
横
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

も
っ
と
驚
い
た
の
は
駅
の
す
ぐ
目

の
前
が
海
、
し
か
も
す
ぐ
横
に
は

今
話
題
の
、
事
実
上
の
空
母
と
言

わ
れ
る
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
い
ず

も
が
堂
々
と
停
泊
し
た
こ
と

だ
。
や
は
り
、
圧
倒
的
な
威

圧
感
で
実
物
は
迫
力
が
違
う
。

ま
た
駅
前
に
は
戦
艦
陸
奥

の
巨
大
な
砲
塔
が
展
示
さ
れ
、

こ
こ
が
か
つ
て
泣
く
子
も
黙

る
軍
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。

巨
大
な
港
湾
都
市
の
横
須

賀
港
の
遠
く
に
は
、
恐
ら
く

で
は
あ
る
が
海
上
自
衛
隊
や

米
軍
の
艦
船
も
停
泊
し
て
お

り
、
有
事
に
は
こ
こ
が
重
要

な
拠
点
に
な
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
緊
張
感
が
漂
う
。

横
須
賀
を
後
に
、
終
点
久

里
浜
を
目
指
し
て
再
度
、
横

須
賀
か
ら
電
車
に
乗
車
、
お

よ
そ
１
０
分
足
ら
ず
で
終
点

久
里
浜
に
到
着
し
た
。

大
船
か
ら
途
中
下
車
し
な

け
れ
ば
、
終
点
久
里
浜
ま
で

は
僅
か
３
０
分
足
ら
ず
と
い

う
短
い
路
線
で
は
あ
る
が
、

見
ど
こ
ろ
感
じ
ど
こ
ろ
満
載

の
面
白
、
お
勧
め
路
線
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

当
社
、
中
井
英
策
商
店
は
、

昨
年
秋
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た

本
社
工
場
横
の
魚
醤
油
専
用
工
場

が
完
成
、
新
た
な
製
法
で
取
り
組

む
「
新
魚
醤
油
製
造
ラ
イ
ン
」
の

稼
働
を
急
ぐ
。

こ
の
工
場
は
、
当
社
工
場
の

西
側
に
増
設
す
る
形
で
建
設
を

進
め
て
い
た
も
の
で
、
お
よ
そ

１
８
坪(

５
９
・
６
平
方
メ
ー
ト

ル)

の
建
物
の
中
に
、
新
た
に
包

装
機
や
金
属
探
知
機
、
冷
蔵
庫

や
作
業
台
な
ど
を
導
入
、
新
た

な
魚
醤
油
製
造
の
専
用
工
場
と

し
て
稼
働
す
る
。

一
昨
年
か
ら
受
注
が
急
増
し
、

欠
品
が
相
次
い
で
い
る
魚
醤
油

「
キ
ン
キ
の
露
」
の
製
造
能
力
向

上
と
、
新
ラ
イ
ン
で
の
魚
醤
油
製

造
で
、
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
の
発
売

を
計
画
し
て
い
る
他
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
な
ど
の
食
品
製
造
の
、
国
際
基

準
を
満
た
す
た
め
の
製
造
現
場
構

築
を
図
る
予
定
だ
。
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軍
港
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま

横
須
賀
港
の
迫
力

横須賀港から見える海上自衛艦鉄
ち
ゃ
ん
社
長
の
旅
日
記

旅
好
き
な
私
、
中
井
英
策
商
店
社
長
の
及
川
が

最
近
読
ん
で
面
白
か
っ
た
本
、
感
動
を
受
け
た
書

籍
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
小
田
和

正
氏
の
史
上
最
年
長
ド
ー
ム
ツ
ア
ー
に
密
着
し
な

が
ら
、
そ
の
半
生
を
綴
っ
た
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
追
分

日
出
子
氏
著
「
空
と
風
と
時
と
・
小
田
和
正
の
世

界
」
を
紹
介
す
る
。

小
田
和
正
氏
は
、
今
更
こ
こ
で
紹
介
す
る
ま
で

も
な
く
、
御
年
７
６
歳

の
ベ
テ
ラ

ン
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
で
、

小
生
私
も

大
尊
敬
す

る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
。
オ
フ
コ
ー
ス
時
代
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
れ
ば
必
ず
出
向
い
て
い
た
大
フ
ァ
ン
で
あ
る
。

そ
ん
な
小
田
さ
ん
の
本
が
出
た
。
し
か
も
、
生

い
立
ち
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
綴
っ
た
６
０
０

ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
本
だ
。

小
田
和
正
氏
の
生
ま
れ
故
郷
、
横
浜
市
内
の
小

高
い
丘
に
あ
る
「
港
の
見
え
る
丘
公
園
」
が
大
好

き
な
小
田
さ
ん
、
人
生
の
節
々
で
見
え
た
景
色
、

そ
し
て
そ
の
時
吹
い
て
い
た
風
を
、
感
じ
な
が
ら

大
好
き
な
音
楽
を
、
ひ
た
す
ら
愛
し
続
け
て
来
た

小
田
さ
ん
の
人
生
が
こ
の
本
か
ら
垣
間
見
え
る
。

そ
う
言
え
ば
、
小
田
さ
ん
の
創
り
出
す
曲
の
中

に
必
ず
出
て
来
る
の
が
「
風
」
と
「
空
」
だ
。
そ

の
背
景
に
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
の
か
？

こ
の
一
冊
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
出
来
る
。

文
芸
春
秋
社
か
ら
、
三
千
百
九
十
円(
税
込)

空
と
風
と
時
と
・
小
田
和
正
の
世
界(

追
分
日
出
子
著)

私
の
一
冊

目標比142％のご支援を 頂きました

㈱中井英策商店
出版事業部

第52号

戦艦陸奥の砲塔

ファン
ディング

壁ばかりの人生でも・・・、

中
井
英
策
商
店
代
表
、

及
川
昌
弘
社
長
直
筆
本

こ
の
夏
出
版
し
ま
す
。

多くの皆様のご支援に感謝申し上げます
中井英策商店、4代目社長の波乱万丈の半生を綴った直筆本の出版を目指し、今年
1月末から3月にかけてクラウドファンディングでの支援募集を行ったところ、目標金額
を42％を上回る沢山の皆様の熱いご支援を頂きました。
皆様のご支援に心から感謝申し上げ、改めまして厚く御礼申し上げます。
このご支援を背に、この夏7月初旬を目指し、現在最終の編集作業を行っております。
皆様のご期待に添えますよう、面白く、そして為になる本の出版を実現するため、もう
少々お待ち下さいますよう、お願い致します。
取り急ぎ、お礼のご挨拶とさせて頂きます。

㈱中井英策商店 代表取締役 及川昌弘

魚
醤
専
用
工
場
完
成

新
生
産
ラ
イ
ン
導
入
で
量
産
目
指
す

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
へ
心
か
ら
の
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

元
日
の
大
震
災
か
ら
、
４
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
本
格
復
興
へ
は
、
遠
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
当
社
の

お
得
意
先
様
や
お
取
引
先
様
も

被
害
に
遭
わ
れ
、
大
変
な
状
況

に
言
葉
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

一
刻
も
早
く
イ
ン
フ
ラ
復
旧
と

日
常
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。



海
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
陸
の
素
材

活
用
へ
。

当
社
、
中
井
英
策
商
店
は
、
か

ね
て
か
ら
活
用
を
模
索
し
て
い
た

北
海
道
産
農
産
物
を
再
利
用
す
る

形
で
、
新
た
な
新
製
品
開
発
を
来

月
か
ら
着
手
す
る
計
画
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
創
業
以
来
九
十
七
年

に
わ
た
っ
て
、
水
産
加
工
専
業
で

製
造
業
を
営
ん
で
来
た
当
社
の
新

た
な
商
品
開
発
を
模
索
す
る
中
、

水
産
素
材
だ
け
で
な
く
北
海
道
内

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
一
次
産
品

を
活
用
し
て
新
た
な
新
製
品
開
発

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
、
先
に
道
内
の
農
業
生
産
者
団

体
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
今

後
の
計
画
の
す
り
合
わ
せ
を
行
っ

た
。こ

れ
に
つ
い
て
「
地
球
温
暖
化

に
よ
る
海
水
温
上
昇
な
ど
の
影
響

で
、
水
産
加
工
業
は
厳
し
い
経
営

環
境
下
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
水
産

素
材
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
に
も

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、
新
製
品

開
発
の
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦
し

た
い
」(

当
社
及
川
社
長)

と
、
新

た
な
ジ
ャ
ン
ル
の
商
品
開
発
に
意

欲
を
見
せ
る
。

当
面
、
５
月
下
旬
か
ら
入
手
可

能
と
な
る
道
内
産
農
産
物
を
利
用

し
た
加
工
食
品
の
試
作
に
取
り
か

か
り
、
早
け
れ
ば
秋
か
ら
の
テ
ス

ト
販
売
に
こ
ぎ
着
け
た
い
計
画
で
、

テ
ス
ト
販
売
の
結
果
次
第
で
は
、

来
年
以
降
、
本
格
増
産
ラ
イ
ン
構

築
を
行
う
計
画
だ
。

原
因
不
明
の
奇
病
発
生
や
、
貝

毒
発
生
に
よ
る
漁
業
規
制
な
ど
、

ホ
タ
テ
漁
が
出
来
な
い
状
況
が
続

い
て
い
て
心
配
さ
れ
た
、
当
社
の

人
気
商
品
「
炙
り
ホ
タ
テ
い
ず
し
」

の
製
造
仕
込
み
が
、
３
月
か
ら
の

ホ
タ
テ
漁
解
禁
を
受
け
再
開
、
出

来
立
て
の
ホ
タ
テ
い
ず
し
が
連
日

出
来
上
が
っ
て
い
る
。

当
社
の
人
気
い
ず
し
「
炙
り
ホ

タ
テ
い
ず
し
」
は
、
当
社
地
元
噴

火
湾
産
の
活
ホ
タ
テ
だ
け
を
使
用

し
て
お
り
、
豊
浦
町
礼
文
華
海
岸

の
漁
業
者
か
ら
獲
れ
た
て
活
ホ
タ

テ
を
提
供
頂
き
、
仕
込
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
貝
毒
や

奇
病
の
発
生
な
ど
極
端
な
不
漁
が

続
い
て
い
る
。

今
年
も
、
規
制
が
続
い
て
い
た

が
、
加
工
食
品
用
に
限
っ
て
の
漁

解
禁
を
受
け
、
待
望
の
仕
込
み
が

再
開
さ
れ
た
。

今
年
の
活
ホ
タ
テ
貝
は
、
貝
柱

が
小
ぶ
り
で
サ
イ
ズ
は
小
さ
い
な

が
ら
も
、
変
わ
ら
ぬ
美
味
し
さ
で
、

当
社
工
場
で
は
連
日
、
貝
柱
を
軽

く
炙
っ
て
漬
け
込
む
作
業
が
行
わ

れ
て
お
り
、
お
よ
そ
一
か
月
を
経

て
、
４
月
下
旬
か
ら
商
品
と
し
て

出
荷
さ
れ
て
い
る
。

「
今
年
は
、
ホ
タ
テ
漁
が
出
来

ず
、
い
ず
し
の
仕
込
み
も
難
し
い

の
で
は
？
と
心
配
し
た
が
、
や
っ

と
解
禁
に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
て
い

る
。
美
味
し
い
ホ
タ
テ
い
ず
し
を

お
客
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
」

(

及
川
代
表)

と
ホ
ッ
と
胸
を
撫
で

お
ろ
し
て
い
る
。

当
社
の
及
川
昌
弘
社
長
が
、
波

乱
万
丈
な
半
生
を
自
ら
書
き
綴
る

自
作
本
の
出
版
が
、
先
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
功
を
受

け
て
、
順
調
に
編
集
作
業
が
進
行
、

当
初
の
予
定
通
り
、
７
月
上
旬
の

出
版
を
目
指
し
、
作
業
が
進
ん
で

い
る
。

こ
の
本
は
、
若
い
頃
に
会
社
を

二
度
も
潰
す
な
ど
波
乱
の
半
生
を

歩
ん
だ
当
社
社
長
が
、
記
憶
か
ら

記
録
に
残
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

出
版
を
決
め
た
も
の
で
、
本
の
タ

イ
ト
ル
は
「
な
せ
ど
、
成
ら
ぬ
こ

と
ば
か
り
、
さ
れ
ど
楽
し
我
が
人

生
」
と
い
う
、
完
全
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。
Ｂ
６
サ
イ
ズ
で
三
〇
〇

ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
作
に
な
る
予

定
で
、
出
版
元
は
当
社
、
中
井
英

策
商
店
、
当
社
通
販
で
の
限
定
販

売
で
定
価
１
６
５
０
円(

税
込)

。

来
月
か
ら
先
行
予
約
割
引
で
、

半
額
以
下
の
７
０
０
円
で
の
出
版

記
念
セ
ー
ル
を
行
う
予
定
だ
。
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春
の
イ
ベ
ン
ト
活
況
ス
タ
ー
ト

クラファン多額支援頂く

返礼品グレードアップも検討へ

海
が
ダ
メ
な
ら
陸
探
し
へ

道
内
農
産
物
加
工
事
業
開
始
へ

当
社
中
井
英
策
商
店
が
、
今
年

１
月
２
２
日
か
ら
開
始
し
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が
、

３
月
８
日
の
終
了
ま
で
に
、
目
標

の
六
十
万
円
を
大
き
く
上
回
る
八

十
五
万
五
千
円
、
対
目
標
比
で
１

４
２
％
を
達
成
、
大
人
気
の
う
ち

に
支
援
募
集
を
終
え
た
。

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
ク
ラ
ウ
ド
主
催
サ
イ
ト
の
、

Ｃ
ＡМ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
を
活
用
す
る

形
で
、
当
社
中
井
英
策
商
店
が
出

版
元
と
な
っ
て
出
版
す
る
自
作
本
、

一
作
目
「
な
せ
ど
成
ら
ぬ
こ
と
ば

か
り
・
・
・
、
さ
れ
ど
楽
し
我
が

人
生
」
の
出
版
支
援
者
を
募
る
形

で
行
っ
た
も
の
で
、
サ
イ
ト
を
通

じ
て
の
支
援
者
が
、
ト
ー
タ
ル
で

六
十
二
名
、
最
終
的
に
は
目
標
を

４
２
％
上
回
る
８
５
万
円
を
達
成

し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
当
社
及
川
社

長
は
「
私
個
人
の
半
生
を
書
き
綴
っ

た
自
作
本
に
対
し
て
、
予
想
を
遥

か
に
上
回
る
ご
支
援
者
の
ご
支
援

を
頂
き
、
大
変
嬉
し
く
有
難
い
限

り
」
と
感
激
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

て
い
る
。

目
標
を
大
き
く
上
回
る
支
援
金

が
集
ま
っ
た
お
礼
と
し
て
、
支
援

者
に
対
し
て
の
返
礼
品(

リ
タ
ー

ン)

は
、
当
初
の
予
定
商
品
よ
り

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
非
売
品
セ
ッ

ト
を
送
る
計
画
で
、
出
版
す
る
本

と
と
も
に
、
ご
支
援
者
に
手
元
に

お
届
け
す
る
計
画
だ
。

小ぶりでも美味しさ変わらず

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
催
事
が

今
年
も
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
２
月
か
ら
５
月
ま
で
、
全
国
の
百
貨
店
や
量
販

店
、
物
産
館
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
形
で
、
当
社
が
ブ
ー

ス
出
店
し
、
当
社
の
看
板
商
品
「
キ
ン
キ
い
ず
し
」
を
中
心
に
試

食
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。

今
年
は
、
２
月
１
７
日
か
ら
二
日
間
、
青
森
市
の
観
光
物
産
館

ア
ス
パ
ム
で
行
わ
れ
た
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
、
３
月
に
は
、
当

社
と
し
て
は
久
々
の
西
武
百
貨
店
池
袋
本
店
で
行
わ
れ
た
「
春
の

北
海
道
物
産
展
」
に
出
店
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
出
店
、
コ
ロ
ナ

禍
も
落
ち
着
い
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
終
始
活
気
に

包
ま
れ
た
。

当社『炙りホタテいずし』

当
社
新
事
業
来
月
ス
タ
ー
ト

内当社及川社長自作本７月出版へ

『なせど成らぬことばかり』
来月から先行予約割引開始

ホタテ貝柱をバーナー
で炙り作業

鉄
道
大
好
き
社
長

で
あ
り
ま
す
私
、
中

井
英
策
商
店
代
表
の

及
川
昌
弘
が
思
い
出

の
全
国
の
鉄
道
に
乗
っ

て
旅
す
る
レ
ポ
ー
ト
、

乗
り
鉄
旅
シ
リ
ー
ズ

今
回
で
節
目
の
２

１
回
目
の
今
回
は
、

首
都
圏
で
あ
り
な
が

ら
歴
史
と
海
を
感
じ

る
ほ
の
ぼ
の
感
の
あ

る
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
の

大
船
か
ら
久
里
浜
駅

ま
ま
で
旅
し
た
レ
ポ
ー

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

比
較
的
短
い
路
線

な
が
ら
、
鎌
倉
周
辺

の
歴
史
と
、
横
須
賀

を
中
心
と
し
た
海
、

そ
し
て
開
港
の
歴
史

な
ど
を
感
じ
る
素
敵

な
旅
で
し
た
。

乗
り
旅
を
し
て

レ
ポ
ー
ト
を
お
届

け
す
る
大
好
評
シ

リ
ー
ズ
。
今
回
は
、

首
都
圏
の
比
較
的

短
い
路
線
で
あ
り

な
が
ら
、
鎌
倉
や
軍
港
で
知
ら
れ

る
横
須
賀
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
た
っ

ぷ
り
の
横
須
賀
線
を
旅
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
は
、
東
海
道
線

に
も
位
置
す
る
大
船
駅
か
ら
久
里

浜
駅
間
の
三
浦
半
島
を
巡
る
イ
メ
ー

ジ
の
路
線
で
、
全
長
２
３
・
９
ｋ

ｍ
と
比
較
的
短
い
路
線
で
は
あ
る

が
、
東
京
や
横
浜
な
ど
か
ら
の
直

通
路
線
が
殆
ど
の
為
、
そ
れ
ほ
ど

短
い
路
線
の
印
象
は
無
い
。

そ
れ
で
も
今
回
は
敢
え
て
、
始

発
の
大
船
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

大
船
駅
の
西
口
で
駅
の
外
に
出

る
と
、
ま
ず
目
立
つ
の
が
、
大
船

観
音
像
だ
。
全
長
２
５
ｍ
の
白
衣

の
像
で
、
駅
か
ら
１
０
分
程
度
で

参
拝
で
き
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
今

回
は
時
間
の
関
係
で
駅
前
か
ら
の

参
拝
で
こ

の
旅
を
ス

タ
ー
ト
。

大
船
駅
か
ら
は
、
東
海
道
線
と

別
れ
横
須
賀
線
に
乗
り
換
え
、
次

の
駅
、
北
鎌
倉
へ
向
か
う
。

朝
早
く
８
時
１
０
分
の
電
車
に

乗
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
学
高
校

生
の
通
学
客
が
ほ
ぼ
全
員
降
り
た

の
か
と
思
う
ほ
ど
、
こ
の
北
鎌
倉

で
下
車
、
そ
の
通
学
生
の
波
の
中

に
流
さ
れ
る
よ
う
に
、
目
的
の
円

覚
寺
に
直
ぐ
に
辿
り
着
い
た
。

こ
の
北
鎌
倉
は
、
知
る
人
ぞ
知

る
神
社
仏
閣
が
狭
い
町
に
大
き
な

存
在
感
を
誇
示
す
る
街
で
、
そ
の

中
で
も
こ
の
円
覚
寺
や
、
あ
じ
さ

い
寺
で
有
名
な
明
月
院
、
東
慶
寺

な
ど
人
気
の
お
寺
も
多
い
。
そ
の

中
で
も
今
回
は
、
鎌
倉
時
代
後
期

に
創
建
さ
れ
た
関
東
最
大
の
国
宝

鐘
が
有
名
な
、
円
覚
寺
に
参
拝
料

五
百
円
を
払
い
、
入
館
、
門
に
は

鎌
倉
幕
府
８
代
執
権
北
条
時
宗
公

御
廟
所
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
。

参
拝
後
、
再
び
北
鎌
倉
駅
か
ら

電
車
に
乗
り
、
次
の
「
い
ざ
鎌
倉
」

へ
。実

は
、
あ
れ
だ
け
ラ
イ
タ
ー
時

代
に
全
国
の
観
光
地
に
取
材
に
出

か
け
た
経
験
が
あ
る
の
に
、
何
故

か
鎌
倉
だ
け
は
行
く
機
会
が
無
か
っ

た
。
今
回
、
人
生
初
の
鎌
倉
入
り

に
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
ら
な
い
。

噂
通
り
に
、
電
車
は
北
鎌
倉
か

ら
狭
い
山
中
を
通
り
、
視
界
が
開

け
た
と
思
う
と
す
ぐ
に
鎌
倉
市
街

地
に
入
っ
て
来
た
。
大
船
か
ら
僅

か
１
０
分
弱
で
す
ぐ
に
到
着
す
る

鎌
倉
は
、
首
都
圏
と
は
思
え
な
い

よ
う
な
な
ぜ
か
違
う
空
気
感
が
漂
っ

て
い
る
。

駅
を
出
て
、
直
ぐ
左
に
曲
が
る

と
お
洒
落
な
飲
食
店
や
お
土
産
店

が
並
ぶ
、
若
者
に
も
人
気
の
小
町

通
り
商
店
街
、
そ
の
右
横
に
は
今

回
の
お
目
当
て
の
鶴
岡
八
幡
宮
に

続
く
、
若
宮
大
路
が
堂
々
と
連
な
っ

て
い
る
。
距
離
に
し
て
１
ｋ
ｍ
少

し
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
大
通
り

の
両
側
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

老
舗
の
蕎
麦
屋
や
、
妙
に
気
に
な

る
鎌
倉
彫
専
門
店
な
ど
の
お
店
が

軒
を
連
ね
、
そ
れ
ら
を
見
な
が
ら

歩
く
の
で
飽
き
る
こ
と
が
無
い
。

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
１
０
分
程
度

で
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
到
着
し
た
。

今
更
説
明
も
不
要
だ
が
、
あ
の

源
頼
朝
が
創
建
し
た
こ
と
で
あ
ま

り
に
も
有
名
だ
が
、
大
河
ド
ラ
マ

鎌
倉
殿
の
十
三
人
で
も
放
送
さ
れ

た
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

観
光
客
は
予
想

以
上
だ
っ
た
。

境
内
に
続
く

参
道
の
階
段
の

左
横
に
は
、
鎌

倉
幕
府
三
代
将

軍
源
実
朝
を
暗

殺
し
た
公
暁
が

身
を
隠
し
て
い

た
ら
し
き
場
所

に
、
お
供
え
の

ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
て
い
る

の
が
気
に
な
っ

た
。境

内
に
は
、

あ
の
北
条
政
子

が
良
縁
や
安
産

な
ど
女
性
の
幸
せ
を
願
っ
た
と
さ

れ
る
「
北
条
政
子
の
石
」
が
安
置

さ
れ
て
お
り
、
思
わ
ず
我
が
妻
、

娘
の
幸
せ
を
願
っ
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

参
拝
後
、
小
町
通
り
商
店
街
を

ブ
ラ
ブ
ラ
と
散
策
、
途
中
気
に
な
っ

た
「
ぬ
れ
み
た
ら
し
だ
ん
ご
」
を

購
入
、
食
べ
な
が
ら
歩
い
た
の
だ

が
、
こ
れ
が
大
失
敗
。
余
り
の
み

た
ら
し
の
多
さ
に
、
服
に
み
た
ら

し
が
付
い
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
拭

く
た
め
に
手
ま
で
が
濡
れ
て
し
ま
っ

た
。

「
ぬ
れ
み
た
ら
し
だ
ん
ご
」
は
、

座
っ
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
べ
き
だ

と
再
認
識
。鎌

倉
市
内
に
は
、
観
光

客
の
名
所
「
鎌
倉
大
仏
」

な
ど
も
あ
る
の
だ
が
、

時
間
の
関
係
で
次
回
の

楽
し
み
と
し
て
残
し
、

再
び
鎌
倉
駅
か
ら
電
車

に
乗
り
、
一
路
横
須
賀

駅
に
向
か
う
。

(

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く)
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首
都
圏
な
が
ら
歴
史
と
海
感
じ
る
旅(

大
船
～
久
里
浜
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
）

北
鎌
倉
で
歴
史
探
訪

ス
タ
ー
ト
の
ご
挨
拶
へ

鶴
岡
八
幡
宮
へ
お
参
り

北
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女性の幸せ祈願「政子石」
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